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〈
百
済
＝
倭
〉
漢
字
文
化
圏

―
音
仮
字
表
記
を
中
心
に
―

『
萬
葉
集
研
究
』
第
三
十
九
集
（
塙
書
房
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）

一
八
一
頁
六
行
目
～
一
一
行
目
差
し
替
え

ａ

ｂ

の
「

伊
骨

利
」
は

、
「

骨
」

골/kor/

、
「

利
」
리/ri/

と

も
に

音
仮
字

と
見

て
良

い
だ
ろ

う
。

同
村
名

の
音

仮
名

表
記
ｄ

の
「

一

古

利

」

か

ら

推

し

て

「

骨

」

は

訓

仮

字

뼈/phy¤/

と

す

る

よ

り

も

、

音

仮

字

と

見

る

べ

き

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

て

ｃ

の

「

伊

骨

」

も
同
村
名
の
表
記
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
「
利
」
を
表
記
せ
ず

、
「
骨
」
골/kor/

に/i/

を
添
加
し
、
言
わ
ば

m

韻
尾

n

韻

尾

に
そ

れ

ぞ

れ/a/
を
添

加

し

て

用

い

た

「

男

信
」/nam

asina/

の
よ

う

な

二

合

仮

名

と

同

様
な

用

法

と

見

る

事

も

で

き
よ

う

。

と

す

れ

ば

、

ａ

ｂ

の

「

伊

骨

利

」

は

、/korri/

と

、
「

骨

」

終

声/r/

と

「

利

」

の

初

声/r/

を

重

ね

た

連

合

仮

名

と

見

る

こ

と

も

で

き

る

。

ま

た

、
「

一

古
利

」

の
「

一

」
は

、

韻
尾

を

切
り

捨

て
「

ｉ

」
と

発

音
さ
れ

た
と

す
れ

ば
略
音

仮
名

と
言

う
こ
と

が
で

き
る

。
と
も

あ

れ
、
同
村
名
の
表
記
に
三
種
類
の
仮
名
の
用
法
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
八
一
頁
後
ろ
か
ら
四
行
目
補
足

千

葉

県

龍

角

寺

五

斗

蒔

瓦

窯

出

土

文

字

瓦

に

見

え

る

人

名

表

記

「

赤

加

」

も

訓

主

音

従

の

可

能

性

が

あ

る

。

こ

れ

を

含

め

日

本

出

土
資
料
の
末
音
添
記
の
状
況
に
つ
い
て
は

、
犬
飼
隆
氏
「
連
合
仮
名
を
文
字
運
用
の
一
般
論
か
ら
見
る

」
『
古
代
の
文
字
文
化

』
（
竹

林
舎
、
二
〇
一
七
年
）
五
四
三
～
五
四
七
頁
に
詳
細
な
言
及
が
あ
る
。

一
八
五
頁
後
ろ
か
ら
五
行
目
末
尾
補
足

「
姐
」
は
、
継
体
紀
に
「
百
濟
姐
彌
文
貴
將
軍
」
の
例
が
あ
る
。
百
済
の
複
姓
で
『
三
国
史
記
』
で
は
「
祖
弥

」
。

さ

み

藤
原
宇
合
の
文
藻

―
風
土
記
へ
の
関
与
を
中
心
に
―

『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
一
九
年
二
月
号
（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）

五
頁
表

徒
衆

他
の
上
代
文
献
の
項
目
に

「
景
行
紀
」
を
追
加

歌
舞

他
の
上
代
文
献
の
項
目
に

「
神
代
紀
」
を
追
加
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俄
而

他
の
上
代
文
献
の
項
目
に

「
紀

」
を
追
加

17

携
手

他
の
上
代
文
献
の
項
目
に

「
・
紀
３
」
を
追
加

六
頁
上
一
三
行
目

常
陸:

行
方

（
建
借
間
命
）
即
命
徒
衆
。
に
以
下
を
付
記

382

諸
本
「
従
」
板
本
「
徒

」
、
「
従
衆
」
の
語
他
の
上
代
文
献
に
な
く
、
板
本
に
拠
る
。

六
頁
上
一
七
行
の
後
に
、
以
下
の
例
を
追
加

景
行
⑦

爰
有
女
人
。
曰
神
夏
磯
媛
。
其
徒
衆
甚
多
。
一
國
之
魁
帥
也
。

287

六
頁
上
一
八
行
目
の
冒
頭
を
、
以
下
に
差
し
替
え

「
徒
衆
」
は
他
→
「
徒
衆
」
は
景
行
紀
に
用
例
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外

七
頁
下

○
歌
舞
の
用
例
に
以
下
を
追
加

神
代
上
①
五
段
第
五

又
用
鼓
吹
幡
旗
。
歌
舞
而
祭
矣
。

91

「

歌
舞

」

は
、

風

土
記

の

四
例

と

も
前

後

の
表

現

も
類

似

す
る

ば

か
り
で

は
な

く
、

乙
類
の

「
樂

飮
歌

舞
。

…
…

歌
詞

云

。
」
と

常

陸
の
「
飮
樂
歌
舞
。
其
唱
云
。
」
は
、
同
じ
筆
に
よ
る
か
と
見
紛
う
ば
か
り
で
あ
る
。

八
頁
五
行
目
の
後
に
以
下
の
用
例
を
追
加

持
統
㉚

是
歳
。
蛇
犬
相
交
。
俄
而
倶
死
。
を
は
じ
め
書
紀
中
、
一
七
例

489

八
頁
一
四
行
目
～
一
七
行
目
二
文
字
ま
で
削
除

八
頁
上
最
終
行
～
八
頁
下
二
行
を
以
下
に
差
し
替
え

「

携
手

」

は
、

以

下
の

よ

う
に

、

両
国

風

土
記

以
外

に

丹
後

国

風
土

記
佚

文
・
『
日
本

書
紀

』
に
も

見
ら

れ
る

が
、
風

土
記

の
例

は
、
す
べ
て
六
朝
美
文
を
志
向
し
た
文
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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八
頁
下

○
携
手
の
用
例
に
以
下
を
追
加

景
行
⑦

川
上
梟
帥
。
感
其
童
女
之
容
姿
。
則
携
手
同
席
。

299

雄
略
⑭

朕
豈
不
欲
覩
汝
妍
咲
。
乃
相
携
手
。
入
於
後
宮
。

465

天
武
上

爰
天
皇
譽
之
。
携
手
撫
背
曰
。

395

万
葉
集
二
一
三
・
二
〇
二
四
・
三
九
七
三
・
四
二
三
六
の
四
例


